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トリガー
(MF-300)

約3
0m
m

戸
先

製品紹介 250～252 製品紹介 253～261

施 工 ガ イ ド

AFD SYSTEM マルチソフトクローズ 戸袋納まり AFD SYSTEM マルチソフトクローズ ダブルオープン納まり

■マルチソフトクローズユニットの初回動作

■戸の吊込み

戸をゆっくりと全開してください。①
戸を閉じ切ってください。②

戸尻側の固定カップ部に上部吊り車のホルダー部を差込み、
結合ねじを締めて固定してください。

①

下部ガイドのガイド軸に戸尻側の下部
ガイドレールを木口から入れます。

②

開けたときに開き方向のソフトクローズが機能していることを
確認してください。

③

■マルチソフトクローズユニットの取外し方
ロックねじを右に回して解除します。①

戸を全開位置まで移動させてください。③

図を参考にしてトリガーを戸先側の
下部ガイドレールに木口から30ｍｍ
程度挿入してください。

④

⑤戸先側を持ち上げて、トリガーの
戸尻側下面を下部ガイドのガイド
軸に乗せてください。

戸先側の固定カップ部に上部吊り車のホルダー部を差込み、結合ねじを
締めて固定してください。

⑦

ドライバーで図の位置を押し込み、トリガーの穴をガイド軸に落とし込んで
ください。トリガーの穴がガイド軸に入ると、戸が下がります。

⑥

マルチソフトクローズユニットを下部ガイド
レールに挿入し、ロックねじを左に回して
固定します。このとき、目印が図の位置に
なっていることを確認してください。

⑨

戸を約30mm、閉じる方向に動かします。⑧

ガイド軸

下部ガイド
(MF-401)

トリガー
(MF-300)

ロックねじでマルチソフトクローズ
ユニットが固定されていないと、ソ
フトクローズは正しく作動しません。

ロックねじ

■戸の位置調整

※ソフトクローズの速度調整はできません。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のね
じを回すと戸の前後調整、下のねじを回
すと戸の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

ガイド軸

下部ガイド
(MF-401)

解除固定

右

トリガードライバーで
ここを押し込む

下部ガイド
(MF-401)

戸と床のすきま寸法は11～15mmになるようにしてください。
15mmを上回ると、トリガーが下部ガイドのガイド軸から抜け、
戸がソフトクローズしなくなるおそれがあります。

ご注意

ご注意

ご注意

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

戸
尻

戸
先

目印

戸を半分程度閉じます。②
マルチソフトクローズユニットと逆方
向に戸を勢いよく動かすと、トリガー
が下部ガイドにキャッチされて、マル
チソフトクローズユニットが外れます。

③

突出部をつかんで引き抜いてください。④

マルチソフトクローズユニットと逆方向に戸を勢いよく動かす際、引手に指を
差し入れたままにして、引手と壁のあいだに指を挟まないようご注意ください。

ご注意
マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

戸を
勢い
よく

　　
　動
かす
方向
➡

●戸と床の間に指を差し入れたままに
し、指を挟んでケガをしないよう、ご
注意ください。
●床などの仕上げ材にキズをつけない
ようにご注意ください。

戸
先

戸
先

解除

左

固定

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

目印

戸
先

トリガー
(MF-300)

下部ガイドレール
(MF-100)

レールの下の隙間に
トリガー上部分（斜線
面）を差し込む

上下調整ねじ

左右調整ねじ

固定カップ部
ホルダー部

結合ねじ

レール

結合ねじ
ホルダー部 固定カップ部

レール

戸
先

戸
尻

戸Ⓐ・戸Ⓑの場合

戸Ⓒの場合

設 計 ガ イ ド
■金具の納まり参考図

●上下および側面の納まり寸法 ●セーフティーストッパーロングの納まり寸法

●正常に引戸を連動させるために、戸Ⓐ、Ⓑ、Ⓒと床のすきま寸法は同一になるようにしてください。
●吊り車の上下調整を行う際に、トリガーベースが戸や床やFBストライクのツバ(厚み1.8mm)に接触しないようにしてください。
●幅1に対する高さの比率が5を超える引戸を使用して連動させた場合、動作が不安定になる場合があります。

●戸幅寸法の算出方法

ご注意

一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません）
◇対応戸厚：36mmのみ　◇戸の重なり代：100ｍｍ　◇引戸の総質量：30kg以下（引戸1枚）　◇引戸の幅：600～900mm（引戸1枚）

戸Ⓐ 戸Ⓑ 戸Ⓒ
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※ 戸の重なり寸法は、引戸を連動させるために必要な寸法です。

戸幅 DW  ＝
枠内寸法W ＋ 250
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枠
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フランス落し

マルチソフトクローズユニット

フランス落し

枠
メンテナンス
ゲート

トリガーベース

戸Ⓐ、戸Ⓑ、戸Ⓒの重なり詳細

※戸Ⓑ・戸Ⓒに取付けるトリガーベースのトリガーの
　向きが異なることに注意してください。
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L型ストライク
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●戸の高さ寸法の求め方
戸の高さ＝枠の内寸高さー上部レールの高さー22.5mm
※上式の22.5mmは「戸と上部レールのすきま寸法」と「戸と床のすきま寸法」の合計値です。

※上式で戸の高さを求めることにより、戸と床レールのすきま寸法範囲(12.5～17.5)で戸の上下調整ができます。
　ただし、戸Ⓐ、Ⓑ、Ⓒと床のすきま寸法は同一になるようにしてください。
※上部レールの高さは、
　AFD-1500(直付け用)＝21.5mm
　AFD-1300(掘り込み用)＝1.5mm(つばの厚さ)
　です。

※

DW

732




